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OECM全体検討等
OECM全体の
検討・
自然共生サイト
認定

今年度の検討内容と全体スケジュールのイメージ

2030

設計・開発機能検討 要件定義

30
％
の
達
成

見える化検討

2022 2026

機能改善

インセンティブ
検討 貢献証書化等のインセンティブ検討

試行 運用開始 より効率的・効果的な運用

中間
評価

稼働

認定制度の
構築等

2023 2024 2025

貢献証書化制度の運用

＜今年度の検討内容＞
生物多様性の可視化・地図化機能を中心に検討。
検討の結果、
フェーズ① まずは堅実なデータを使用し、複数の基礎情報を表示
フェーズ② その上で順次機能を拡張し、生物多様性の評価（定量化・数値化含）を目指す
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生物多様性地図画面イメージ（フェーズ①）

利用者は保護地域・OECM・自然共生サイトの位置や管理情報等を確認することが可能。
さらに、保護地域・OECMのカバー率を確認することが可能。また、任意の情報を地図上で参照することが可能。

自然共生サイトに申請

画面イメージ 数字は適当であり適切ではないことに留意

【データ一覧】
地図上に表示するデータを任意に選択。
データを追加できるシステムの仕組み。

生物種目録 情報集計

市街地等

二次草原

植林地

自然林

自然草原

自然共生サイト 保護地域 白地

【生物多様性情報集計】
既存保全地域のカバー率等を表示

・

・

・

全国

現存植生自然度カバー率

市街地等

植林地

自然林

全国（378,000km2）
既存の保護地域+OECM

面積：77,859.5km2

(全体の20.6%)
既存の保護地域

面積：77,490km2

(全体の20.5%)
OECM

面積：369.54km2

(全体の0.9%)

保全カバー率
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【生物種目録】
利用者は都道府県・市区町村単位の生物種目録を確認することが可能。
データはモニタリングサイト1000やいきものログ等、環境省が保有するデータを想定。
自然共生サイトの申請情報も蓄積し、目録には反映させるようにする。

生物種目録のイメージ （フェーズ①）

分布推定モデルの結果を用いて該当エリアの生物種目録を作成。
観測記録がある場合、出典と共に観測情報を表示。

分類群 種名 環境省
RL

県版
RL

記録 出典 使用
モデル

維管束植物 〇 いきものログ モデルA

NA モデルA

ほ乳類 モデルA

〇 いきものログ NA

鳥類 モデルB

モデルB

森林
里地里山

都市

生物種目録

・ 申請前に環境調査を行う際にチェックリストとしても活用できる
・ 申請時の情報やモニタリング報告結果の情報等が蓄積され、当該リストは
随時更新されていく仕組み

画面イメージ
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自然共生サイト申請サポート画面イメージ （フェーズ①）

申請者は任意のエリアを選択することで、該当エリア内に存在する価値を確認することが可能。
また該当エリアを選択した状態で申請ボタンを押下すると、申請書のドラフトを作成することが可能。

生物種目録 情報集計自然共生サイトに申請

【申請機能】
特定のエリアを選択した状態で申請ボタンを押下すると、本システムで保
有する情報を基に申請書のドラフトを作成する

価値1（重要地域）

・重要湿地（・・・・・・・・）内に位置する
・特定植物群落（・・・・・・・）を含む

価値2（原生的生態系）

価値3（二次的な自然）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・

Step1:自身のサイトを囲む

Step2:価値が分かる
Step3:申請書のドラフトが作成される

画面イメージ
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